
　　　　

2025 年 2 月 10 日

通常期
長期休暇時
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 一人ひとりの個性を尊重し、その人のライフステージに応じた支援の提供

事業所名 東ぽっぷこ～んクラブ 作成日支援プログラム

・形・色・音の違いや変化する様子、大小・数・重さ・空間・時間の概念の認知形成を促す支援を行います。
　（時計、タイマー、パズル、ブロック、ドミノ、粘土、スライム、制作活動　等）
・視覚化されたスケジュール提示を行い、見通しを持って過ごせるよう支援を行います。
　（天気、日づけ、予定、人、環境の認識）

・一人ひとりの発達段階に対応するコミュニケーション手段を選定し、安心して自分の気持ちを表出し、意思の伝達ができるよう支援します。
　（表情・指差し・身振り手振り・サイン、〇×カード・絵カード・写真カード・リクエストカード・場所カード等のコミュニケーションツールの活用）
・特性に応じた言葉の表出や読み書き能力の獲得を目指します。（文字練習、音読練習、絵本読み聞かせ）
・相手の気持ちを理解したり、自分の考えを伝えたりするなどコミュニケーション能力の向上を図ります。

・異年齢の集団活動の中で、役割分担をしたり、ルールや順番を守ることの大切さを知らせ、社会性や対人関係の構築を促します。
・他者とよりよい人間関係を築くために、自分や相手の気持ち・まわりの状況に気付き、互いの存在を認め合いながら仲間づくりにつながるようサポートします。
・仲間意識、他者理解を促し、他者との適切な関わり方を身につけます。
　（あいさつ、言葉づかい、声の大きさ、他者との距離感、気持ちの切り替え、行動のコントロール）

支援方針
子どもたち一人ひとりの発達に応じた個別支援を行い、「やってみたい」「これをやりたい」等の自己決定を促す支援を行います。職員はムーブメント教育・療法の資格を習得し、その指導に
基づき、楽しくお子さんのストレングスを大切にする活動を行い、様々な遊具や視覚支援グッズ等も取り入れます。人間関係や社会性を得るため、皆で近隣施設への散歩や公共施設へのお出か
けなどを通じて地域との交流を深めます。さらに家族支援を重要視しており、保護者様からの相談に対応や、保護者様とLINEやお便り等で情報共有をします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節の行事　４月：入学進級おめでとう会　５月：ファミリーデー　６月：スポーツ大会　７月：七夕まつり　８月：夏まつり、水あそび　９月：お楽しみ会　１０月：ハロウィン
　　　　　　１１月：作品展合同制作　１２月：クリスマス会、年末大掃除　１月：お正月あそび　２月：節分、バレンタインイベント　３月：ひなまつり、卒業進級を祝う会
・季節の壁面制作活動　・ムーブメント教育・療法　・避難訓練年４回（火災・地震・津波・洪水）

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳やLINE、おたより等で活動の様子を記載するとともに、送迎時にもそ
の日の出来事や様子をお伝えし、情報共有を行います。
・延長支援を行うことで、ご家族の負担軽減やレスパイトにつなげます。
・ご家族の方とお子さんの成長を一緒に見守り、不安や困りごと育児負担の軽
減を図り、きょうだい児を含むご家族みんなが笑顔で過ごせるようサポートさ
せていただきます。

移行支援
・卒業後の保護者・利用者の意向確認や状況共有を行い、移行先にスムーズに
移行ができるよう、各関係機関と連携を図り、情報提供や調整を行います。
・ライフステージの切り替えを見据えた準備や支援を行います。

地域支援・地域連携

・学校や各関係機関といつでも連絡が取れる体制を整え、情報を共有します。
・近隣地域の公共施設や社会資源を活用し、遊びや体験、交流の機会を提供し
ます。
・学校行事や地域のイベントに積極的に参加し、交流を図ります。

職員の質の向上

◇法人外研修参加（ムーブメント教育・療法資格、虐待防止、権利擁護、キャ
リアパス、強度行動障がい支援者養成など）
◇法人内研修（BCP、救急法AEDによる心肺蘇生法、虐待防止、交通安全指導
など）
◇職員目標達成シート作成等

支　援　内　容

・心身の健康状態、睡眠・食事・排泄等の状況を把握し、小さなサインや異変に気付けるよう、きめ細やかな観察を行います。
　（登所時の健康観察、怪我確認、感染症防止、アレルギー対応）
・健康で安全な生活を過ごせるよう基本的な生活スキルや生活習慣の形成、身辺自立の向上の支援を行います。
　（荷物整理、手洗いうがい、食事・排泄・着替え身だしなみ支援　等）
・活動場所の物の配置に配慮したレイアウトを行ったり、パーテーションを使用し活動スペースを区切ったりなど構造化された環境設定に努め、安心して過ごせる活動空間を提供します。

・感覚統合遊びを通して、保有する感覚を活用し、楽しみながら身体の発達を促します。
・ムーブメント教育・療法や、粗大運動（身体を大きく動かす）、微細運動（手や指先を使った動作）の活動をバランスよく体験し、姿勢と運動・動作の基本的技能の向上を図ります。
・晴れた日には戸外で思いっきり体を動かしたり、自然に触れて楽しんだりする機会を提供します。
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